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１．はじめに 
ネットワーク技術の発展とユーザ端末の高機能化

により，幼稚園・保育所等の幼児教育分野をターゲッ

トとしたシステムが多数提案されている[1]．しかし，こ

れらのシステムは，保護者へのサービスに主眼をお

いて開発された趣が強く，幼稚園・保育所にとっては，

新たな負担となる場合も多い．保護者へのサービス

面だけでなく，保育者の視点に立ち，保育の質の向

上だけではなく保育業務の効率化にも着目したトー

タルなシステムが必要である． 

本稿では，幼稚園・保育所と保護者とのコミュニケ

ーションを強化するツールとして，複数のビデオカメラ

（以後マルチカメラ）からの動画像と電子掲示板

（BBS）を用いた双方向コミュニケーションを実現する

システムを提案する．具体的には，マルチカメラを教

育現場に設置し，幼児の様子を記録する．保育者が

保育中に記録したい任意の場面を指定し，マルチカ

メラによって撮影された場面を編集して配信する．動

画ともに提供される BBS に双方がコメントを書き込む

ことでより活発なコミュニケーションを実現する． 

 

２．システム開発への視点 
システム開発するに当たり，以下に示す３点に着目

した． 

第一点は「ライブ配信ではなく，あらかじめ選択し

た動画像の配信」である．現在行われている動画ライ

ブ配信[2]では，保護者が希望するシーンを見られな

い，不適切な動画を配信する，等の恐れがある．そこ

で，配信する動画はあらかじめ選択された動画像を

用いる． 

第二点は「動画像を用いることによる保育者と保護

者間のコミュニケーションの活性化」である．現在の保

育者と保護者とのコミュニケーションを取る主な方法

は，登下校の合間，電話，連絡帳に記入などの方法

で行われている．これに BBS を加えることで交流をさ

らに深めることが可能となる．また動画像を用いること

で発言に対する情景把握ができることで相互理 

 
図１：システム全体の構成図 

解が深まると考えた． 

第三点は「保育者の手間がかからない」こと

である．保育者が育児時間内に現状の業務を行

いながら配信する動画像の抽出を行うことで，

負担の軽減と必要な動画像のみの配信を可能と

した．  

 

３．システムのプロトタイプ 
今回提案したシステム全体のイメージを図 1 に示

す．本システムは３つの要素で構成されている． 

３．１ 動画像取り込み部 
教室の前後にデジタルビデオカメラを４台設置し，

サーバーPC と IEEE1394 ケーブルで接続する．それ

ぞれのビデオカメラは一定間隔（ｔ秒）毎に動画像を

サーバーに保存する．保育者がリモコン（双葉電子

工業製 FRM0202）のボタンを押すと信号をサーバー

が受信し，前後の時間の動画が抜き出され，動画像

編集部で表示用のスナップショットならびにファイル

情報を記録した XML ファイルが保存される．また，抜

き出されなかった動画を消去することでサーバーのリ

ソースを節約する． 

保育者が行う動作は，残しておきたいと感じたシー

ンでリモコンのボタンを押すだけでよく，普段の業務

を行いながら必要な動画像を抜き出 

し得る．図 2 には，動画取り込み部の動作イメージを

記す． 
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図２：動画取り込み部動作イメージ 

 

 
図３：アングル選択画面 

 

３．２ 動画像編集部 
動画像取り込み部で抜き出した動画の中から配信

する動画像の選択とアングルの決定を行う． 

幼児は向いている方向，行動がそれぞれ異なるため，

抜き出した動画に対して，どの子に対してどの動画を

配信するかの選択を行う． 

アングル選択画面（図 3）は左のフレームでリモコン

のボタンを押した時間を選択することで対応する動画

のリストが右フレームに表示される．ビデオリストは横

軸にビデオカメラの番号，縦軸にはリモコンのボタン

を押した時間を『Time 3』として各カメラのその前後の

動画に対するスナップショットが上から時間が早い順

に（Time 1～Time 5 として）並べて表示される．保育

者は時間を選択し，ビデオリストに表示されたスナッ

プショットを見ながら，各 Time 毎にどのカメラ番号に

するかを決定する．決定ボタンを押すと，例えば

Time 1 ではカメラ１，Time 2 ではカメラ３，Time3 では，

カメラ 4 と言うように子どもの様子を把握しやすいよう

に編集された動画データが生成される． 

３．３ 双方向コミュニケーション部 
動画像編集部で作成した動画を基にして，保育者

と保護者はコミュニケーションを行う．双方向コミュニ

ケーション部は Client-Server 型システムであり，動

画はサーバーからストリーミング配信される．保育者・

保護者はネットワーク経由で Web ブラウザを用いて

アクセスする．ユーザ認証を行うことで保護者には， 

 
図４：双方向コミュニケーション画面 

 

特定のページ（図 4）が表示される．動画を選択する

と，ビデオ画面に編集された動画が表示され，その動

画のシーン対応したコメントが BBS 上に表示される．

保護者は配信された動画やそれに対する保育者の

コメントを確認し，返信や連絡を行う等の作業が行え

る． 

従来は，文書のみでの情報のやり取りが主であっ

たが，動画を用いることで，状況の説明もしやすく，幼

稚園・保育所とのコミュニケーションにあまり参加する

ことのなかった父親の参加を促すきっかけにもなると

考えられる．また，保育者が伝えたい情報を保育時

間の中で指定した後に編集して配信できるため，保

護者の誤解を招くような事態を低減することが可能で

ある． 

４ まとめ 
本稿では，保育者・保護者間のコミュニケーション

が十分にとれていないという幼児教育現場の問題を

取り上げ，マルチカメラの動画像と BBS を用いた双

方向コミュニケーションシステムを提案した．システム

に対する簡単なヒアリングを行ったところ，保育者はコ

ミュニケーションツールの利用には好意的で，ライブ

でなく選択した動画のみが配信されることが好評であ

った． 

但し，アングルの選択など動画像編集部での操作

は改善の余地があるとの意見があがった．今後は，

保育現場でのシステムの稼動実験を行い，更に現場

の声を取り入れてシステムの改善を行いたい． 
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